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１．研究計画の概要 
 教育・医療の現場で有用とされるいくつか
の自己制御検査について、標準化と実用性の
ための前向きコホート研究、療育や指導の効
果を分析する介入研究、及び、地域差・年齢
差等を明らかにするエコロジカル研究を、複
数の研究プロジェクトを全国に配置すること
により組織的に行う。 
 教育研究では、以下の研究を行う。 
(1)大阪及び弘前の小学校において、割引検
査等の心理検査を行い、及び、衝動性の評定
と自己制御検査との相関を明らかにする。 
(2)大阪及び弘前の小学校のクラスで各学年
の自己制御傾向を比較する基礎研究を行う。
さらに、自己制御を高めるための一斉指導を
複数回行い、その前後で各生徒の自己制御傾
向を明らかにする。 
(3)弘前市内の特別支援小学校で、衝動性を
問題とする児童に対し自己制御獲得の介入
研究を実施し、訓練効果の評価としての有用
性を確認する。 
(4)大学生を対象として、自己制御検査と勉
強行動と学習態度の関係を分析し、学習行動
を予測する自己制御検査を明らかにする。 
 また、医療分野では、以下の研究を行う。 
(4) 愛知県内の市のシニアクラブにおいて
口腔衛生自己制御尺度を作成する基礎研究
を行い、自己制御的に口腔衛生を維持する看
護プログラムを開発する。 
(5) 2 型糖尿病患者に各種の自己制御検査を
実施し、さらに退院後の治療経過の生化学的
指標を使って前向きコホート研究を行う。こ
れにより、糖尿病の経過、再発しやすさ等を
予測する自己制御検査を明らかにする。 
２．研究の進捗状況 
教育分野では、以下の成果を得た。 
(1)弘前大チームは、自己制御の授業実施に伴
う小学生の自己制御傾向の変化を見る調査を
行い、自己制御尺度間の相関、及び、自己制

御傾向の変化の仕方を明らかにした。また小
学生の割引率と学力•知能•学級活動との関連
性を縦断的に調査する研究を実施中である。 
（2）大阪市立大学のチームは、大学生の調査
研究で、日常場面における自己制御選択質問
紙と遅延割引質問紙との関係を明らかにした。
また、小学生の研究で、年齢の上昇に伴う割
引率の有意な低下を確認した。 
(3)同志社大チームは、心理学部の受講生を対
象に、遅延価値割引と科目学習の指標（出席
回数、成績、勉強時間等）との相関を分析し
た。それらの間に相関は見られなかったが、
価値割引と授業姿勢の間には明確な相関が見
いだされ、遅延価値割引の小さい学生はノー
トをとり授業を楽しむ傾向が高かった。 
医療分野では、以下の成果を得た。 
(4)愛知県立看護大チームは、高齢者を対象に
「地域高齢者の保健行動用の自己制御尺度」
を開発し、さらに、その有用性を自己制御課
題（口腔ケアの実施、磨き残しセルフチェッ
ク等）の遂行結果から検討した。その結果、
尺度は医療場面における自己制御尺度として
妥当であることが示唆された。 
(5)旭川医科大学チームは、入院中の２型糖尿
病の患者に各種の自己制御性格検査を実施し、
健常者との差を明らかにした。また、自己制
御傾向•合併症の有無•肥満の程度という要因
を組み合わせて退院後のHbA1cの推移を予測
する方法が明らかにされた。 
３．現在までの達成度 
 当初研究目的の達成度は、以下のように評
価する。 
②おおむね順調に進展している。 
 その理由としては、(1)から(5)までの研
究計画がそれぞれ適切に実施されたこと、
それぞれの目的が順調に達成されているこ
と、及び、これまでに得られた成果が教育・
医療教育場面で役立つ自己制御尺度の開発と
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いうきわめて重要な意義と重要性を持つこと
等が上げられる。 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、これまでに得たデータを総括
し医療・教育場面で真に役立つ自己制御尺度
を学会及び社会に提案する。 
 教育分野では、以下の推進方策を行う。 
(1)弘前大チームは、小学生の遅延割引と学
力•知能などとの関連性を見る縦断的研究を
さらに進める。また、養護教諭が計画してい
る健康増進のための生活習慣改善プログラ
ムにおいて、その実施の前後の割引率の変化
を追跡する。さらに、附属特別支援学校にお
けるセルフコントロール実験の予備実験を
進め、その手法を確立する。 
（2）大阪市立大チームは、自己制御尺度の
開発と標準化をさらに押し進め、既存の衝動
性尺度との関係を調べることで、この度開発
した尺度の妥当性を検討する。一方、小学生
を対象とした研究で明らかになった加齢に
伴う遅延割引率の低下を論文で報告する。 
(3)同志社大チームは、心理学部の大学生を
対象に、学習行動の指標の改善を試みた上で、
遅延価値割引と学習行動との関係を検討す
る。さらに、試験の直前だけ勉強する一夜漬
け的な勉強行動をより計画的に勉強する行
動に変容するための介入を試みる。 
医療分野では以下の推進方策を行う。 
(1)愛知県立看護大チームは、これまでに開
発した「地域高齢者の保健行動に関連した自
己制御尺度」の研究成果を論文として発表す
る。さらに、外来通院する糖尿病患者 1000
人を対象に「地域高齢者の保健行動に関連し
た自己制御尺度」から成る質問紙調査を実施
し、HbA1c によって自己制御の状況を判別し、
尺度の信頼性と妥当性を検討する. 
（2）旭川医科大学チームは、これまでに行
った２型糖尿病の患者の性格検査、合併症の
程度、及び、肥満の程度という要因により退
院後の HbA1cの推移を予測するための多変量
解析を行い、２型糖尿病の予後を予測する要
因が明らかにする。 
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